
市町村管理構想を作ろう
～市町村・地域管理構想講習会 実践編～

お申込みは
こちら

2024年11月19日 （火） 11:00-16:00

問合せ先：

日時日時

申込申込

国土交通省では、人口減少下における地域課題の解決に向けて、目指すべき将来像を見据えて、
優先的に維持したい土地を明確化し、管理方法の転換等を図る「管理構想」の策定に向けた取組
を進めています。

今年度は長野県及び隣県の自治体を主な対象として、市町村管理構想の事例の紹介や、市町村
管理構想を策定する上で必要な知識やノウハウ等を習得していただく研修会を開催します。

以下のURL又はQRコードから専用フォームにアクセスし、必要事項をご
入力下さい。予約完了後、事務局から確認メールを自動送付します。メー
ルが届かない場合は、迷惑メール設定等をご確認下さい。

https://forms.office.com/r/QtH69eqpqt

定員
40名
程度

定員
40名
程度

事前
申込制
事前
申込制

申込締切
1１月12日（火）17時

※会場・受付開始 10：45～
※当日は昼休憩（約60分）を挟みます。

長野県庁 講堂
住所：〒380-8570 長野県長野市大字南長野字幅下692-2

場所場所

長野県及び隣県を中心とした自治体職員の皆様
対象者対象者

主催 国土交通省 国土政策局 総合計画課 国土管理企画室
共催 長野県建設部
運営協力 株式会社 エックス都市研究所

国土交通省 廣部 平山 03-5253-8359
長野県 手嶋 026-235-7295
Email. kanrikousou@exri.co.jp 

※長野県及び隣県以外の自治体職員の皆様も参加いただけます。
※申込多数の場合、人数調整をさせていただく場合があります。ご了承下さい。

※交通費・昼食等
は自己負担

参加無料



市町村管理構想を作ろう～市町村管理構想・地域管理構想実践編～
研修内容

第１部第１部 市町村管理構想の策定の意義や策定に当たっての市町村の役割について、管理
構想の立案に携わられた有識者や、国土交通省の担当者による講演を行います。
また、市町村管理構想の策定を行っている関係者の話を通じて、策定に向けた具
体のイメージをご紹介します。

オリエンテーション：講義（約１時間：午前）

講義内容（予定）

１.国土管理における市町村の役割

２.市町村管理構想の検討を始めよう

３.市町村管理構想の策定事例

長岡技術科学大学名誉教授 中出文平氏

国土交通省国土政策局総合計画課

新潟県長岡市

第２部第２部
第１部で紹介した新潟県長岡市を題材に、市町村管理構想の策定の流れを体験
します。模擬体験は、少人数のグループに分かれ、長岡市の地図やデータを見な
がら、土地の管理を検討するためのゾーニングのフロー図を作成した上で、実際
にゾーニングして、各ゾーンの管理レベルを整理します。

市町村管理構想の模擬体験（約２時間４０分：午後）

プログラム内容（予定）

①ワークショップの進め方 ＜全体＞

②フロー図を考えよう＜グループワーク＞

③ゾーニングしよう＜グループワーク＞

④発表及び意見交換 ＜全体＞

⑤講評
中出名誉教授他より、講評があります。

事務局より、ワークショップの進め方や長岡市の特徴などを説明します。

持続的な土地の管理の視点で行政区域を区分するためのフロー図を作成します。

②で検討したフロー図を参考に、市域をゾーニングします。
合わせて、検討した各ゾーンについて、管理レベルを整理します。

グループワークで作成した成果を発表し、全員で共有します。
参加者、国、長岡市も含め質疑応答や意見交換をします。


